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平成元年度第２回常任委員会

日　時：平成元年９月２日（土）午後２時 ～５時

場　所：三省堂大阪支社

出席者：小泉　保（会長）。筧　壽雄，佐藤昭裕，松本克己，藪　司郎（以上，

常任委員），近藤達夫（常任委員，事務局長），下宮忠雄（編集委員長），

影山太郎（常任委員，第99 回大会開催校）。

議事ならびに報告：

（１） 第99 回大会について。 研究発表者の選定， プログラムの決定等を

行なった。

（２） 第100 回大会について。以下の案を委員会に提出することとした。

1） 第 訌）O回記念大会として東京大学で開催すること。

2） 第１回からの開催校一覧を 含む記念の小冊子を発行すること。

（３） 文部省「言語学用語集」について。専門委員会委員長松本克己氏よ

り経過報告があった。

（４） 研究発表，投稿に｡会員でない者を含むことに｡ついて。平成元年度第

１回委員会で継統審議となった本件について，常任委員会としては，

「研究発表に｡ついては代表者１名が会員であること，投稿については，

共著者の半数以上が会員であること」とする基本方針を確認したが，

尚，委員諸氏の意見を十分聞く必要がある，また，編集委員会の意向

も尊重する必要があると判断して，結論を出さないまま，委員会にの

ぞむことにした。

（５） その他

（ａ）1990 年音声言語処理国際会議（実行委員長　藤崎博也氏）の協
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賛団体となることを委員会に提案することとした。

（ｂ） 財団法人津田塾会主催日本語専門家会識および日本語シソポジ

ウム「言語理論と日本語教育の相互活性化」（於津田ホール, 1989

年12 月１日, 2 曰, 3 日）の協賛団体となることを，委員会に提

案することとした。

(c)  CIPL 常 置委員会委員松本克己氏より第15 回国際言語学者会

(1992 年）の開催候補地その他に｡ついて報告があった。

（d ）1990 年 ４月より，現会長小泉　保氏が，大阪外国語大学から関

西外国語大学に｡転出することになったとの報告がなされ，それに

伴なう事務局体制の変更について検討した。

平成元年度第２回委員会

日　時：平成元年10 月14 日（土）午前10 時 ～12 時

場　所：関西学院大学文学部新館大会議室

出席者：小泉　保（会長），井出祥子，井上和子，上野善道，鏡味明克，影山

太郎，菊地康人，近藤達夫，阪倉篤義，崎山　理，佐藤昭裕，柴田

武，柴谷方良，下宮忠雄，庄垣内正弘，竹内和夫，田村すず子，土出

滋，角田太作，徳川宗賢，長嶋善郎，仁田義雄，林　栄一，原口庄輔，

松本克己，藪　司郎，吉田和彦（以上27 名）。

委任状:33 名。

オブザ ーバー：成田義光（第99 回大会運営委員長）。

議事ならびに報告：

（１） 第２回常任委員会の報告。

〔２〕 第99 回大会について。 会長がプログラムの概要を説明し，大会運

営委員長成田義光氏が開催校としての説明をした。

（３） 第100 回大会について。次のことがらを決定した。

1） 第100 回大会として東京大学で，土田　滋氏を大会運営委員長と

して開催すること。

2） 第１回からの開催校一覧を含む記念の小冊子を発行すること。
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（4 ） 文 部省「言語学用語集」に｡ついて。専門委員会委員長松本克己氏よ

り経過報告があり，意見交換がなされた。

（５） 研究発表，投稿に｡会員でない者を含むことに｡ついて。前回委員会よ

り継続審議となっている本件につき種々意見交接を行たったが結論が

でず，事務局，編集委員会で，今後更に,検討を加えた結果を もとにし

て， 次回委員会で再審議することとした。

（６） その他。

（ａ） 日本学術会識第14期会員柴田　武氏より，同会議で「人文系諸

科学の研究基盤の整備」について検討を進めることに｡な り， 検討

のための基礎資料として，試行的にアンケート調査を行ないたい

ので協力をお願いしたいとの依頼がなされ，審議の結果，日本言

語学会として，全面的に協力することが決定された。

（b ）1990 年音声言語処理国際会議（実行委員長　藤崎博也氏）の協

賛団体となることが承認された。

（ｃ） 財団法人津田塾会主催日本語専門家会議および日本語シソポジ

ウム「言語理論と日本語教育の相互活性化」（於津田ホール, 1989

年12 月１日，２日，３日）の協賛団体となることが承認された。

（ｄ） 文部省平成元年度科学研究費補助金が48 万円に決定 し た との

報告があった。

（ｅ）1990 年４月より，現会長小泉　保氏が大阪外国語大学から関西

外国語大学に｡転出することになったとの報告がなされ，それに伴

なう事務局体制の変更が承認された。

第99 回大会

期　日　　平成元年10 月14 日（土）・15 日（日）

会　場　　 関西学院大学

第１日（10 月14 日）

開会の辞　午後１時より
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シソポジウム

≪日本語と言語理論≫

司会 ．まとめ　　　　　　 井　上　和　 子

文　法　論　　　　　　 柴　谷　方　良

語　形　成　論　　　　 影　山　太　郎

音　韻　理　論　　　　 原　 口　庄　輔

会員懇親会　午後５時30 分 ～７時30 分

第２日（10 月15 口）

研究発表　午前10 時 ～12 時20 分

・Ａ会場

（Ａ１） 鼻は象が長いｰ 節文の次元構造を考える一　　 田　原　　　 薫

〔A2 〕 Ｗｈｅrｅ（Ｉｏｅｓ the Japanese Sentence Pattern

“Ｂｏｋｕ･wa Unagi･da ” come from ？　　　　　　 大　野　喜代治

（Ａ３） 名詞句の解釈をめく･つて　　　　　　　　　　　　 西　山　佑　司

（Ａ４） 日本語における格形の相互交換にっいて

ｰ 「弾が的に当たる」と「的が弾に当たる」，

「弾を的に当てる」と「的を弾に当てる」一　　 定　延　利　之

・Ｂ会場

（Ｂ１） 無とゼロの指標　　　　　　　　　　　　　　　　　 水　野　晴　光

（Ｂ２） 英語未来表現の現在と未来　　　　　　　　　　　 沖　田　知　子

Deictic schema でみる指示詞の用いられ方

一 認知言語学の視点から一　　　　　　　　　 井　上　逸　兵

（Ｂ４） 感情形容詞のファジイ理論に.よる分析　　　　　　 濱　本　秀　樹

・Ｃ会場

（Ｃ１） 下り訳の原理　　　　　　　　　　　　　　　　　 光　原　百　合

〔Ｃ２〕 日本語における母音連続の長母音化について

ｰ その要因と過程一　　　　　　　　　　　 高　山　知　明

（C3 ） ＧＦ-∂ の分割フ４ノレター　　　　　　　　　　　　 高　橋　孝　二
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（C4 ） Ｔｏｗａrdｓ ａ Theory of Control and ＰＲＯ　　　 浦　　　 啓　 之

研究 発表　 午 後１時30 分 ～ ３時50 分

・Ａ 会場

（Ａ ５） 「 しか し」 に よる文接 続の諸相　　　　　　　　　 北　 野　 浩　 章

（Ａ ６） 日本語におけ る文要素 の後置 につ いて　　　　　　 藤　 井　 洋　 子

（Ａ ７） 敬語の 発想点 は どこか　　　　　　　　　　　　　 堀　　　 素　 子

（Ａ ８） 所 有者 敬語と所 有傾斜　　　　　　　　　　　　　 角　 田　 太　 作

ｏＢ会 場

（B5 ）F ｀rａｍｅ Semantic か らのジョ ークへの アプロ ーチ

熊　 谷　　 正

（B6 ） Ｒｅｅｘａｍｉｎａtｉｏｎ ｏｆ Back channel Signals　　　 林　　　 礼　 子

林　　　 宅　 男

（B7 ）11ke の語用諭　　　　　　　　　　　　　　　　　 田　 申　　　 実

（Ｂ ８） 談 話 標識 ａｒlyｗａｙ の機能　　　　　　　　　　　 高　 原　　　 脩

・Ｃ会場

（Ｃ ５） Ｄ Ｐ 内部 の空所 化と ｐrｏ　　　　　　　　　　　　 本　 田　　　 盛

（Ｃ ６） 音韻 部門 における ひな形 アプ ロ ーチにつ いて　　　 高　 橋　 直　彦

（Ｃ ７） ア ルタイ諸語 におけ る序 数詞形成接尾 辞につ い て　 山　 崎 雅　 人
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◇　受贈図書リスト（平成元年７月１日～11 月30 日）

「アイヌ神謡集」辞典（切替英雄著）

（北海道大学　文学部言語学研究室　1989)

英語学の視点（大江三郎先生追悼論文集　編集委員会緇）

（九州大学出版会　1989)

音声学会会報　第190 号　　　　　　　　　　　　　 （日本音声学会　1989 ）

外国文学研究　85 ～87　　　　　 （立命館大学　外国語科連絡協議会　1989)
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外国文学研究　第１号 ～ 第87 号総 目次

（立命館大学　外国語科連絡協議会　1989 ）

機械翻訳の開発と実用に関する実態調査

（日本電子工業振興協会　1989)

計量国語学　17 巻２号　　　　　　　　　　　　　　 （計量国語学会　1989)

研究紀要　第10 巻　第１号　　　　　　　　　　　 （鹿児島女子大学　1989 ）

研究報告集　10　　　　　　　　　　　　　　　　 （国立国語研究所　1989)

言語と知識（ノーム・チョムスキー著　田窪行則，郡司隆男訳）

（産業図書　1989 ）

言語の世界

Vol. 5　No.  2 -1987　Vol.  6　NOS.1 ・2  -1988

Vol. ７　Ｎ０， 1 － 1989　　　　　　　　　　　 （言語研究学会　1987 ～89 ）

言語文化研究　XV　　　　　　　　　　　 （大阪大学　言語文化部　1989 ）

言語文化研究　第７号

（京都外国語大学大学院　外国語学研究科言語・文化研究会　1989 ）

言文だより　No.  6　　　　　　　　　　　　　 （大阪大学言語文化部　1989)

国語学　157, 158　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （国語学会　1989)

佐渡　一 白然・文化・社会一（九学会連合　佐渡調査委員会緇）

（平凡社　1989)

史苑　第49 巻　第 ２号　　　　　　　　　　　　　 （立教大学史学会　1989 ）

下北　一自然・文化・社会－ （九学会連合　下北調査委員会編）

（平凡社　1989)

宗教研究　280　 第63 巻　第１輯，281　 第63 巻　第２揖

〔日本宗教学会　1989 〕

調査報告集　10　　　　　　　　 （国立民族学博物館　情報管理施設　1989)

朝鮮学報　第百三十一輯，百三十二輯　　　　　　　　　 （朝鮮学会　1989 ）

通信　第66 号

（東京外国語大学　 アジア・アフリカ言語文化研究所　1989 ）

東海大学紀要：留学生教育セソター　第９号　　　　　　 （東海大学　1989)
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東京 外国 語大学 論集　 第39 号　　　　　　　　　　 （東京 外国 語大学　1989 ）

東 方学　 第七十八 輯　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学会　1989 ）

東方学 会報　No.  56　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学会　1989)

東 洋音楽学会 第40 回大 会　　　　　　　　　　　　　 （東:洋 音楽学 会　1989 ）

東 洋音楽 研:究　 第54 号　　　　　　　　　　　　　　 （東洋 音楽学 会　1989)

独協大学外国 語教育研究　 第８号　　 （独 臨大学　 外国語 教育 研究所　1989)

名古屋学院大学外 国語教 育紀要　No.  20

（名 古屋学院大学　 外国語教育 研究 セソタ ー　1989)

日常 言語と専門用 語（柴 田武 講演記録）　　　　　 （ 専門用 語研究会　1989 ）

日本学 術会識月 報　 第30 巻７月 ～11 月号

（ 日木学術会 識広 報委員会　1989 ）

日本民 俗学　176-1988 ，1?7-1989　　　　　　　 （日本 民俗 学会　1988 ～89 ）

能登　 一 自然 一文 化 ・社 会－ （九学 会辿合　 能豊 調査委員会緇）

く平 凡社　1989)

函館英文学　 Ｘ ＸＶⅢ　　　　　　　　　　　　　 （函館英 語英文学会　1989 ）

民 俗文化　 第306 号　　　　　　　　　　　　　　　　 （滋賀民 俗学会　1989 ）

み んば く　７月 ～11 月号　　　　　　　　　　　 （国 立民族学 博物 館　1989 ）

明澂大学外国語学 部論集　 第１集

（叨海大学　 外国語学部 紀要編集委員会　1988 ）

山形女子短 期大学紀 要　 第21 集　　　　　　　　 （山形女子短期大学　1989)

リポー ト笠 間　 第30 号　　　　　　　　　　　　　　　　　 笠間 書院　1989)

論集　44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （神戸大学 教養部　1989 ）

私 の言語学（二瓶 重直薯）　　　　　　　　　　　　　　 （二 瓶重 直　1988)

Acta Asiatica 57　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学 会　1989 ）

American Translators Association Seri 色ｓ Vol. Ⅲ

(State University ｏｆ New York at Binghamt ｏr1〈ＳＵＮＹ〉　1989 ）

ArOr Ｖ０１. 57　2　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Ａｃａｄｅｍｉａ Praha　1989 ）

BCTEAA Bulletin Ｎ０. 2

(University/College Teachers ｏt English Al ｕｍｎｉ Association　1989)



彙　　　　　 報　　　　　　　　　　　　　　　211

BeCTHHK JleHHHrpa^cKoro YHHBepcHTeTa ２，3　　　　　（｡fleHHHrpa/j　1989)

Bulletin No. 124　　　　　　　(The Linguistic Society ｏｆ America　1989)

Bulletin of the School of Oriental and African

Studies Vol.　LII Part l　(University of London　1989 ）

Chinese Democracy (John Ｈ. Fincher)

（東京 外国語大学　 アジア・アフ リカ言語文 化研究所　1989)

The Chinese Language,  a Concrete Analysis Vol. 1 ，2

(Docteur Nguyen Hoal NHAN　 １９８９）

The Dictionary ｏｆ Lahu (James Ａ. Ｍａtisoff）

(University ｏｆ California Press　1989)

Etymology and Grammatical Discourse in Late Antiquity

and the Early Middle Ages (Mark Amsler)

（Ｊｏｈｎ Benjamins Publishing Company　1989 ）

Japanese Quantitative Linguistics (Shizuo Mizutani)

（Stｕdienｖｅrｌａｇ Dr. N.  Brockmeyer　1989)

Language Vol. 65 No. 2　　(The Linguistic Society of America　1989)

Lexicon Ｎ０. 18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岩崎 研究会　1989)

Linguistic Research Ｎ０. 7　　　 （東京大学　 文学 部英文学 研究室　1989)

The MIT  Press : Fall 1989　　　　　　　　　　 （Ｔｈｅ MIT Press　1989 ）

Na5e Rec 3

(Academia nakladatelstvi Ceskoslovenske akademie ved 1989)

NIAS Report 1989　　　　 （Ｎｏrdic Institute ｏｆ Asian Studies 1989)

Philologia 21　　　　　　　　　　　　　　　　 （三重 大学英 語研 究会　1989)

Pyccieafl JIiiTepaTypa 2 ， 3　　　　　　　　 （ＡＲＭｅⅢｌａ HayK CGGP　1989 ）

Ｐycc 皿n j13blK B Ⅲ Ｋｏｊxe 2～4　　　　　　　　 〔IIpocBeinemie 1989 〕

Slovo ａ Slovesnost　L 3

(Ceskoslovenskd Akademie Oriental Institute Csav 1989)
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1990 年 音 声 言 語 処 理 国 際 会 議 （ＩＣＳＬＰ-90 ）

1990 International Conference on Spoken Language Processing

日　　時:1990 年‘11 月18 日（日）～22 日（木）

会　　場：神戸国際会識場（神戸市中央区港島中町6-9- １　TEL.  078-302-5200)

主　　催:1990 年音声言語処理国際会議組織委員会

（委員長：藤崎博也東京大学教授）

共　　 催：日本音響学会 電子情報通信学会IEEE 東京支部　国際科学振興財団

欧州音声通信学会(European Speech Communication Association)

協　　 賛：情報処理学会　人工知能学会　日本言語学会　日本聴覚医学会　日本

音声言語医学会IEEE 音響・音声・信号処理学会(IEEE Acoustics,

Speech,  and Signal Processing Society 〕

趣　　 旨：今日の高度情報化社会において，音声言語はヒュ－マン・インターフ

=。イスお よびマン・マシン・インターフェイスの最も重要な媒休でありますが，

その利点を十分に発揮するには，人間における音声言語の処理の深い理解と，

その知識に立脚した高度の処理技術が必要であり，我が国をはじめ海外でも重

点的に研究が進められています。この会識は，このような学問・社会の要請に

こたえて，人間と機械における音声言語の処理に関し，基礎から応用にわたる

重要な諸問題をとり上げ，最新の研究成果の発表と意見交換を通じて，この分

野の学術の世界的な発展に寄与することを目的とした，世界で最初の国際会議

で｡す。

論文募集：音声言語処理に関連する広い分野の論文を募集します。分野を下記の

Ａ～Ｕに例示しますが，それ以外の新しい分野の論文も考慮の対象となります。

Ａ，音声学・音韻諭　　　　　　　 Ｄ．音声言語の分析

Ｂ．音声言語の生成　　　　　　　 Ｅ，音声言語の合成

Ｃ，音声言語の知覚　　　　　　　 Ｆ，音声伝送・符号化
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G. 音声強調・雑音抑圧　　　　　　　　　 ０．音声技術の評価と人間要因

Ｈ．音声言語の認識・理解　　　　　　　　 Ｐ．音声言語に関連する擺準化

Ｉ，談話の分析・モデル 一生成　　　　　　 Ｑ，音声言語データベース

Ｊ．談話と韻律　　　　　　　　　　　　　 Ｒ，音声・聴覚障害と補助機器

Ｋ．音声処理と言語処理の統合　　　　　　Ｓ．音声言語の獲得・学習

Ｌ．話者識別・話者照合　　　　　　　　　 Ｔ．音声言語教育

Ｍ，神経回路網による音声処理　　　　　　 Ｕ．その他

Ｎ．音声処理用ハードウェア・システム

論文応募には，まず以下に示した体裁の概要を御提出下さい。ただし，採択さ

れた場合，会譲に参加し発表できることが前提です。採否は，提出された概要

に｡もとづいてプ,=・グラム委員会が決定します。概要と本論文の送付期限などは

以下に示す通りです。

概要の提出：英文で400 語以内 （１ページ） の詒集概要を４部作成し, 1990 年

４月30日までに到着するように，下記の宛先まで送付すること。概要は，論文

タイトル，著者の氏名，所属とアドレス，本文，の順に記し，そのあとに別項

として，Ａ～Ｕの分野の記号（２つ以上の分野にまたがる場合には，関連の深

い順に併記）， 採否通知を受けるべき著者の氏名， 連絡先アドレス，電話番号

（可能ならばＦＡＸ番号も）を必ず記入すること。

〒180　 武蔵野市緑町3-9-11

ＮＴＴ ヒューマンインターフェイス研究所

音声情報研究部

ICSLP-90 プログラム委員長

古井　貞熈
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本論文の提出：採択通知を受けた論文の著者は，その通知と共に送付される作成

要領に｡従って，４ページの本論文(photo-ready) を作成すること。本論文は

予稿集として印刷され，会議登録を行ったすべての参加者に配布されます。

使用言語：会議での使用言語は英語とします。

日　　程：論文概要送付期限:1990 年４月30 日（必着）

採否決定通知:　　1990 年６月J.5日

本論文送付期限:　1990 年８月15 日（必着）

間 合 先:ＩＣＳＬＰ-90 事務局

〒107　 東京都港区赤坂1-8-10　 興和ピル

㈱サイマルイソターナショナル 気付

Tel. 03-586-8691

◇　平成元年度秋の叙勲において，本学会会員山口秀夫氏は，勲三等瑞宝賞を受

章されました。本学会として，心からお祝い申しあげます。

◇　本誌は，文部省平成元年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）の交付

を得て刊行されたものである。
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